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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年12月27日(2018.12.27)

【公開番号】特開2018-15307(P2018-15307A)
【公開日】平成30年2月1日(2018.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-004
【出願番号】特願2016-148607(P2016-148607)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  33/54     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３７６　
   Ｇ０１Ｎ   24/02     ５３０Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月12日(2018.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　一般的に、ＭＲ検査では、ユーザーがパルスシーケンスを選択し実行することで、生体
組織の定量値（例えば、Ｔ１：縦緩和時間、Ｔ２：横緩和時間、ＰＤ：プロトン密度、Ｄ
：拡散係数などで、被検体パラメータともいう）の相対的な違いを強調させた強調画像を
取得する。強調度合いや対象の定量値を変更する際は、別のパルスシーケンスを選択する
か、あるいは撮像パラメータを変更する必要がある。一般的なＭＲ検査では、位置決め用
の撮像で取得した画像を用いて診断したい撮像部位を設定し、パルスシーケンスあるいは
撮像パラメータを変更して、複数の画像種（例えば、Ｔ１強調画像、Ｔ２強調画像、ＦＬ
ＡＩＲ：Ｆｌｕｉｄ　ａｔｔｅｎｕａｔｅｄ　ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ　ｒｅｃｏｖｅｒｙ、
拡散強調画像、ＭＲＡ：Ｍａｇｎｅｔｉｃ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　ａｎｇｉｏｇｒａｐｈ
ｙ）を取得する。ユーザーは、手動操作によって取得画像のウィンドウレベル（ＷＬ）や
ウィンドウ幅（ＷＷ）を調整し、必要に応じて診断の妨げとなる信号をクリッピングする
ことで診断用の画像を作成する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　一方、近年、変形性膝関節症の早期診断や心筋の壊死部位の診断等を対象として、上述
した定量値を画素値とする定量値画像を診断画像として用いることの臨床有用性が報告さ
れている。また、定量値画像を用いることで、多施設間で臨床研究をする際、ハードウェ
アに依存する装置パラメータを考慮する必要がないため、従来困難であったＭＲ画像の標
準化が容易となる。定量値の算出方法として、例えば、大域的最適化アルゴリズムを用い
、プロトン密度を求める方法が提案されている（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
【特許文献１】米国特許公開公報２００９／０１５７３５０号
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　式（２）中、（ｘ，ｙ，ｚ）は３次元の直交座標系を表し、ｚは静磁場（強度がＢ０）
の向きとする。また、（Ｍｘ，Ｍｙ，Ｍｚ）はスピン、Ｈはｚ方向の磁場強度、Ｈ１は高
周波磁場強度、Ｇｘ、Ｇｙ、Ｇｚはそれぞれ添字方向の傾斜磁場強度、ｆ０は回転座標系
の周波数である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
［ステップＳ６１４］
　比例係数演算部２３３は、ステップＳ６１１では、ａ＝１に固定した比例係数ａを、撮
像で得られた画素値データと初期値選択部２３１で選択された定量値から算出される予測
画素値データとを用いて算出する。例えば、ある画素に着目したとき、計Ｌ回撮像のj回
目の撮像における撮像パラメータをＴＲｊ、ＴＥj、ＦＡｊ、θｊ、得られた画素値デー
タをＰｖ,j、初期値選択部２３１にて抽出した初期の定量値Ｔ１０、Ｔ２０、Ｂ１０およ
び撮像パラメータをＴＲｊ、ＴＥj、ＦＡｊ、θｊから計算される予測画素値データをＰ
ｃ, jとすると、次式にて比例係数ａを計算する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　本実施形態の計算機１１０Ｄは、図１１に示すように、図５Ａ又は図５Ｂの構成に加え
、定量値演算部２３０が、初期値選択部で選択された初期値を画素値とする初期値画像を
表示装置１１１に表示させる初期値提示部２３４を備える。なお図示を省略したが、計算
機１１０Ｄが表示制御部２５０（図５Ｂ）を備える場合には、初期値提示部２３４の機能
は表示制御部が実現することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　本実施形態の計算機１１０Ｅは、図５Ａ又は図５Ｂの構成に加え、図１４に示すように
、優先的に計算を実行する領域を指定する優先計算領域指定部２３５と、優先的に計算を
実行した結果を提示する優先計算結果提示部２３６を備える。優先計算領域指定部２３５
は、具体的には、優先計算領域を操作者に指定させるためのユーザーインターフェイス（
ＵＩ）を作成し表示装置１１１に表示させる。優先計算結果提示部２３６は、優先計算領
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域に対し定量値演算を行った結果を、その領域の定量値画像として表示装置１１１に表示
させる。図示する例では、これら機能部は定量値演算部２３０に属するものとしているが
、表示制御部２５０の機能に属するものとしてもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　本実施形態の計算機１１０Ｅにおける定量値算出の処理フローを、図１５を参照して説
明する。
　はじめに、計測制御部２１０は、操作者による入力装置１１６を介した撮像開始の指示
にしたがって、撮像パラメータを変更しながら所定のパルスシーケンスを実行し、複数枚
の画像を取得する(ステップＳ６３１)。次に、予測画素値演算部２２０は、使用した撮像
パラメータを用いて予め設定した定量値候補群における予測画素値を演算する（ステップ
Ｓ６３２）。次に、初期値選択部２３１は、予測画素値演算部２２０にて算出した予測画
素値を参照して、定量値候補群から初期の定量値を選択する（ステップＳ６３３）。ここ
までの処理フローは第二実施形態と同様である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　図１６に、優先計算領域指定部２３５のユーザーインターフェース１２００の一例を示
す。本実施形態では、頭部検査を例に説明する。優先計算領域指定部２３５は、計測制御
部２１０にて最初に撮像した画像の横断面像１２０１、冠状断面像１２０２、矢状断面像
１２０３を表示し、優先計算領域を指定するためのＵＩ１２０４（例えば、点線で囲った
図形など）を表示装置１１１（表示画面）に表示させる。ＵＩ１２０４は、操作者がマウ
ス等で操作することにより、平行移動、回転、縮小拡大、などの操作を行うことができる
。例えば、図１６に示すＵＩ１２０４は、三つの断面のそれぞれに表示され、互いの座標
が関連付けられている。そして、三断面に重畳表示されたＵＩ１２０４の一つを操作した
結果は、他のＵＩにも反映される。優先計算領域指定部２３５は、ＵＩ操作の情報を取り
込み、ＵＩ１２０４で囲まれた領域を優先計算領域として指定する。また指定を確定する
ための「入力完了ボタン」１２０５が表示され、操作者がこのボタン１２０５を操作する
ことで優先計計算領域の指定を完了させる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　優先計算領域が指定されると、最適値演算部２３２は、初期値選択部２３１にて選択し
た初期値を用いて、計測制御部２１０で取得した画像の画素値と信号関数を局所最適化手
法にてフィッティングし、優先計算領域指定部２３５で指定した領域内にある画素の定量
値を算出する（ステップＳ６３５）。次に、優先計算結果提示部２３６は、優先計算領域
指定部２３５で指定した領域内の定量値を表示装置１１１に表示し、操作者に提示する（
ステップＳ６３６）。定量値画像の表示態様は、特に限定されないが、例えば第三実施形
態において初期値画像を表示させた形態（図１３）と同様に、優先計算領域の一断面を表
示してもよいし、図１６に示す三断面画像上で、優先計算領域として指定された領域のみ
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を定量値画像で置き換えて示してもよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　さらにこの画面上に、或いは別画面として、その後の処理を選択させるＵＩを表示して
もよい。その後の処理は、例えば、続けて優先計算領域以外の領域について定量値演算を
継続する処理、再撮像、撮像終了、などである。操作者は、優先計算領域の計算結果を確
認して、残りの定量値演算を進めたり、再撮像を行ったりすることができ、さらに得たい
情報が優先計算領域だけにある場合には、その時点で撮像を終了することもできる。
　計算継続の指示が入力された場合には、最適値演算部２３２は、残りの計算領域につい
て定量値を算出する（ステップＳ６３７）。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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